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グリッド研究センター

Joint closing panel Grid World & GGFJoint closing panel Grid World & GGF

Panelist for Grid World 2006
Kento Aida (Titech) 
合田 憲人 東京工業大学

Hideaki Tazaki (Fujitsu) 
田崎 英明 富士通株式会社

Shinichi Mineo (Riken) 
峯尾 真一 理化学研究所

Katsuya Nishi (Grid Research Inc)
西 克也 株式会社グリッド総合研究所

Cordinator
Satoshi Sekiguchi (AIST) 
関口智嗣産業技術総合研究所
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グリッド研究センター

パネリストが見つけた「グリッドの旬」パネリストが見つけた「グリッドの旬」 (Closing remarks on the (Closing remarks on the 
main theme main theme ““Grid is NOW in seasonGrid is NOW in season””))

市場からみて (Market point of view)

技術からみて (Technology point of view)

社会からみて (Social issues)

旬なグリッドがお届けするためには…旬なグリッドがお届けするためには…
「塩トマト」

肥後銀行様ご提供

グリッド研究センター

株式会社グリッド総合研究所

西 克 也

ビジネスサイドから見たグリッドの旬ビジネスサイドから見たグリッドの旬
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グリッド研究センター

何故旬がないのか？何故旬がないのか？

技術側と利用側の乖離

技術側：実質サービスがない、勝手な判断！？

グリッドの領域は広がっている

利用側：何をグリッドできるのかわからない

グリッドは怖い、難しい、でも使えそう？

でも話す場、機会がでてきた

「話す場ができたこと」それが旬

グリッド研究センター

グリッドの「旬」

合田 憲人 東京工業大学
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グリッド研究センター

研究者／技術者の視点(developers/researchers)
個々の技術は進んだ．どう連携させるか？
How do we coordinate?
インフラの整備
Grid infrastructures

ユーザの視点(users)
様々な使い方が見えてきた．
many applications
グリッドって何？ どうしたら使える？

What is the Grid? How can we use?

グリッドは誰のもの？

グリッド技術の旬グリッド技術の旬??
Grid Grid is now in season?is now in season?

グリッド研究センター

専門家のグリッドからみんなのグリッドへ専門家のグリッドからみんなのグリッドへ
Grid for everybodyGrid for everybody

要素技術の連携(coordination)
技術の体系化，標準化 (standardization)

OGSA, Web service, …
ミドルウェアの開発(middleware)

実験インフラから実用インフラへ (production grid)
運用技術の確立 (operation)

production grid, grid operation center
異なるグリッド間の連携 (interoperability)

普及活動 (dissemination)
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グリッド研究センター

グリッドの旬グリッドの旬

2006.5.12
理化学研究所

峯尾真一

グリッド研究センター

Grid Today in TechnologyGrid Today in Technology
‘vertical’

Vertical use case/profile
‘alternative’

Grid architecture/commercial products
‘innovation’

By technology = Grid
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グリッド研究センター

Grid Today in Social SystemGrid Today in Social System
3709

3709人:Grid World 2006への登録者数
53

53%:ビジネスグリッドが適用できる／採用検討中のJUAS会
員

65 vs. 67.8
65%:イノベーションが必要と答えたCEOの比率
67.8%:部門内最適化企業群の比率

グリッド研究センター
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2000年 2010年 2015年 2020年

次世代スパコン計画

ナショナル
リーダシップ

1990年

パーソナル
エンターテイメント

パソコン、ホームサーバ
ワークステーション、
ゲーム機、デジタルTV

エンタープライズ
企業、研究室

ナショナル
インフラストラクチャ

研究所、
大学センター

エンタープライズ
企業、研究室

ナショナル
インフラストラクチャ

研究所、
大学センター

ナショナル
インフラストラクチャ
研究機関、
大学センター

エンタープライズ
企業、研究室

ナショナル
インフラストラクチャ

研究所、
大学センター

次々世代計画

ナショナル
リーダシップ

（次世代スパコン）

ナショナル
リーダシップ

（地球シミュレータ）

ナショナル
リーダシップ
CP-PACS、
数値風洞

パーソナル
エンターテイメント

パソコン、ホームサーバ
ワークステーション、
ゲーム機、デジタルTV

既設スパコンの
更新（JAXA、
地球ｼﾐｭﾚｰﾀ、
東工大など）

地球シミュレータ計画

2025年

ナショナル
リーダシップ

エンタープライズ
企業、研究室

ナショナル
インフラストラクチャ

研究所、
大学センター

パーソナル
エンターテイメント

パソコン、ホームサーバ
ワークステーション、
ゲーム機、デジタルTV

次々々世代計画

継続的な最先端・高性能継続的な最先端・高性能スパコンスパコンの開発ビジョンの開発ビジョン

with Grid based with Grid based CSI (Cyber Science Infrastructure)CSI (Cyber Science Infrastructure)
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グリッドの「旬」グリッドの「旬」

2005/05/122005/05/12
富士通株式会社富士通株式会社

田崎田崎 英明英明
あんまり季節感
がないから・・・

グリッド研究センター

認知度

出典：Gartner “Hype Cycle for Emerging Technologies, 2005” 3 August 2005, GJ06163

2005年8月現在

社内Webサービス

テキスト
音声変換
／音声合
成

テレフォニーおよびコールセ
ンター用音声認識

VoIP
ビジネス・ルール・
エンジン

位置情報対応のアプリケーション
サービスとしてのソフトウェア／ASP

手書き認識

RFID (受動型)
テレビ会議

タブレットPC
XBRL

インターネットによるマイクロペイメント

サービス指向アー
キテクチャ (SOA)

Trusted 
Computing 
Group

Webサービスを活用
したビジネスモデル

メッシュ・ネットワークとセンサ・ネットワーク

有機発光デバイス

802.16 2004 WiMAXWiki

企業ブログ

グリッド・コン
ピューティング

生体認証によるユーザーID

RSS

主要ビジネス・ユーザー向けLinuxデスクトップ
小型燃料電池

デスクトップ検索

BPMスイート
生体認証による身分証明書

P2P VoIP

電子インク／電子ペーパー

モデル駆動アプローチ

ポッドキャスティング

拡張現実

テキスト・マイニング

ビジネス・プロセス・
ネットワーク

企業セマン
ティックWeb

第4世代ワイヤレス

予測市場

集合知のネットワーク
量子コンピューティング

DNAロジック

カーボン・ナノチューブ

インクジェット技術の工業応用

2年未満
2～5年
5～10年
10年以上

凡例：安定期に達するまで

の期間

成熟度

テクノロジの
黎明期

「過度な期待」
のピーク期

幻滅期 啓蒙活動期 生産性の安定期

Hype Cycle for Emerging Technologies, 2005Hype Cycle for Emerging Technologies, 2005
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グリッドの「旬」

マーケット面からみると

GartnerのHypeカーブでは、
「過度な期待」のピーク期を過ぎて、幻滅期へ

むしろ、単なる流行語から地道なビジネスよりの技術に
近付きつつあるのでは

グリッドのテクノロジーは「拡散と浸透」へ

ベンダが期待したほどのスピードではないが、
システム構築のための技術要素になりきれていないため

OGSAの描く理想像からすれば、業務をサービス指向で
構築するのはこれから（SOAの時代）

ソーシャルシステムという切り口では

SOAの時代になれば、いろんなシステムが社会システム
の様相を呈する ⇒止められないシステム

グリッド研究センター

今回の講演・展示から

ユーザ企業での実践例が講演でいくつか紹介された
話を聞く側でもベンダの話よりも興味をもてたのでは？

例えば、中部電力様のPCグリッド実践
余剰資源（PCで90%ぐらい余っている感じ）
PCはリース切れで勝手に増えていく（平均2~3倍/年）
並列化できるアプリが増えれば企業内でも使い道は多い

他にも、初日の肥後銀行様の事例など

総括

グリッドコンピューティングという言葉でイメージされる理想像
とはまだ距離がある

しかし、グリッドのテクノロジーは着実に浸透

むしろ、グリッドは利用者からみればグリッドのテクノロジーが
目立たずに意識されなくなってからが「旬」なのかもしれない

来年も同じ話をしないように・・・


